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子供の主体性と協調性～日米スポーツ考から～ 

                            副校長 原  一 男 

 

目の前の百草台自然公園の木々も赤や黄色に色付き、秋の深まりを感じる季節となりました。１０月

の学校公開、ＰＴＡ七生緑小まつりにはたくさんの保護者、地域の皆様にご来校頂きましてありがとう

ございました。       

さて、毎夏、甲子園球場で全国高校野球選手権大会が開催されます。白球を追う球児のひたむきさ、

青春の感動は、私たちに勇気とパワーを与えてくれます。こうした姿を見るにつけ、高校の果たすべき

大きな役割の一つとして、学業やスポーツを通して、心身を鍛え、社会の荒波にも耐えうる強い個人を

作ること、将来の日本を担う有為な人材を育成することが求められているのではないかと思います。 

ところで、よく見ると日本と米国の高校生が、スポーツに取り組む考えには、大きな違いがあること

に気付きます。すなわち、日本の高校生は、一つのスポーツを通じて強い精神力や協調性を育みます。

米国の高校生は、野球を始め、バスケットボールやアメリカンフットボールなど、複数のスポーツに積

極的にチャレンジして個人を磨き、主体性を育むと言われています。(米国の高校生は一つのスポーツ

を一年中してはいけないという法律まであるそうです。) 自分の意志・判断で行動しようとする主体性

と、他人を理解し、うまく物事を進める協調性。「和をもって貴しとなす」というように、日本では、

伝統的に協調性を重視する国民性があります。かつての高度経済成長を支えた原動力の一つとも言われ

ています。また、チームプレーの重要性は、リオデジャネイロオリンピックで銀メダルを獲得した男子

４００メートルリレーの活躍を見ても明らかです。チームプレーで目標を達成する組織においては、個

人の能力だけでなく、チームへの協調も求められます。と同時に、米国的な考えの主体性をはぐくむこ

とも、とても重要で、日本では、まだまだこの部分が十分ではありません。このことは、高校生ばかり

でなく、小学生にも通じるものがあると思います。「主体性」と「協調性」、車の両輪のように、幼い頃

から、意識的にバランスよく育てることが、人と人とのかかわりの中でたくましく生きることができる

人材の育成につながると考えます。 

１１月は、「音楽会」が開催されます。子供たちは本番に向けて日々練習に励んでいます。どうぞ、

ご臨席いただき、精いっぱい歌い、演奏する子供たちに温かい励ましをいただければ幸いです。皆様の

お越しをお待ちしています。 

 

さて、この度七生緑小学校合唱団は、１０月８日に行われた第８４回NHK全国学校音楽コンクール

全国コンクールにおいて、５年連続５回目の金賞[全国１位]に輝くことができました。この場をお借り

して、応援してくださった全ての方々に、心より御礼申し上げます。この結果を受け、日野市が企画・

運営してくださり、１２月２２日に「全国学校音楽コンクール全国コンクール出場記念ミニコンサート」

（日野市民会館にて）を実施し、広く市民の皆様にご報告させていただく運びとなりました。詳しくは、

１１月１５日号の「広報ひの」に掲載される予定です。ぜひ、ご覧ください。 

 

最後に、重要なお知らせがあります。平成３０年度より、夏季休業日が短縮されることになりました。

詳しくは、本学校だより裏面の記事をご覧下さい。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール５年連続金賞受賞！～合唱団～ 

  １０月８日(日)、渋谷区のＮＨＫホールにおいて、第８４回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国コン

クール小学校の部が行われ、本校合唱団も５年連続７回目の出場を果たしました。課題曲の「いまだよ」

自由曲の「むかし ことばは」を美しいハーモニーを響かせつつ情感豊かに歌い上げ、見事金賞を受賞

しました。おかげさまで、５年連続で金賞（全国１位）に輝くことができました。コンクール後のＮＨ

Ｋホール前では、暗くなるまで合唱団の児童、保護者の     

皆様、卒業生、応援に駆け付けてくださった方々、本校 

の教職員等、大きな輪の中で喜びを分かち合いました。 

これまで合唱団の活動にご支援、ご協力を下さった保護 

者、地域の皆様には、この場をお借りして、心から御礼 

申し上げます。 

また、１０月２４日(火)には、大坪冬彦市長が来校し、 

日野市・文化スポーツ功労者顕彰の表彰式が体育館で行 

われ、合唱団、並びに、指揮者の後藤朋子指導教諭、伴奏者の畑野かん奈さんに感謝状が贈呈されまし

た。さらに、大坪市長から合唱団員一人一人に「かわせみバッジ」が贈られました。 

なお、全国コンクールの模様は、１１月３日(金・祝) 午前 7 時 2０分～８時２５分、ＮＨＫ－ＦＭ

ラジオで放送されます。また、ＮＨＫのホームページでもご覧になれます。 

  

  

  

コンクール直後のＮＨＫホールにて 

走り高跳び特別授業（４・６年） 

１０月１３日(金)、３～６校時に走り高跳びの特別授業が行われました。東京女子体育大学の佐々木

大志先生と大学生２名に教わりました。走り高跳びに必要な体の使い方を教わったり、ラダーを使った

準備運動をしたりしました。その後に高跳びのバーの替わりにゴムひも 

を用いて、高跳びの練習を行いました。跳ぶ時に意識する走り方や、リ 

ズム良く助走をすることについて教わりました。子供たちも前回に比べ 

て、跳べるようになったと感想を述べていました。今後、教わったこと 

を基に、自分の記録を伸ばしていけるよう取り組んでいきます。 

夢が丘小学校との交流（3年） 

 １０月１２日（木）、国語「つたえよう、楽しい学校生活」の学習で夢が丘小学校の３年生と交流を

しました。交流に向けて、児童は学校生活の中で紹介したいことを決め、班ごとに助言し合って発表の

練習をしました。七生緑小の児童は合唱団のことやウィンターフェスティバル、クラスのことなどを、

夢が丘小の児童は、飼育小屋のう 

さぎや、クラスのことなどを紹介 

しました。初めは緊張して声も小 

さかったのですが、すぐに打ち解 

け、最後には笑顔で会話をする姿 

が見られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎平成３０年度からの夏季休業日の短縮について 

日野市立小中学校では、授業時数確保のため、平成３０年度より、夏季休業日を短縮することになり

ました。以下に教育課程を編成する上での基本的な考え方をお示しします。 

【平成３０年度教育課程編成の考え方】 

(1)児童・生徒が学びたい、追究したいという気持ちや内発的な言葉や行動を大切にし、児童・生徒 

の能力や可能性を引き出すための時間を確保する。 

  授業時数を十分に確保することを通して、児童・生徒がゆとりをもって学習に取り組み、『児童・

生徒が学習と出合い、疑問や驚きから発見した追究すべき「問い」を出発点に仲間とともに事実

を追究する中で、問いに関する事実やそれらの意味・価値を獲得し、社会への参画へとつなげて

いく』子供たちの主体的な「学びの循環」の構築を目指す。 

(2)児童・生徒が自分の考えをもち、話し合い、深め合って主体的に活動していく時間を十分に確保 

する。 

 特別活動(学級活動、児童会・生徒会活動、学校行事)に十分時間をかけることを通して、「望ま

しい集団活動を通して心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよ

りよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生

き方について自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」という特別活動の目標を達成する。 

(3)児童・生徒自ら課題を見付け、探究的に調べ、考えを深め合って課題を解決していく時間を十分 

に確保する。 

 総合的な学習の時間に十分時間をかけることを通して「横断的・総合的な学習や探究的な学習

を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決しよ

うとする資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究

活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができるよう

にする。」 

(4)家庭訪問、小学校外国語活動・外国語科に関する時間等を十分に確保する。 

(5)地域に開かれた、地域と共につくる教育課程の編成・実施に向けて十分に時間を確保する。 

以上より、夏季休業日については、下記のとおり変更となります。ご理解、ご協力をお願いします。 

第１学期 ４月 １日から ８月２４日まで 

第２学期 ８月２５日から１２月３１日まで 

◎夏季休業日 ７月２１日から８月２４日まで 

 

◎臨時養護教諭が新たに着任します！ 

  病気休職中の養護教諭の丸石美粧先生に代わり、９月から勤務しておりました鈴木就子先生ですが、

契約期間満了につき、１０月３１日（火）をもちまして退職となりました。それに伴い、１１月１日

（水）付けで、北村冴(さえ)先生が着任いたします。北村先生は、学校での勤務歴もある経験豊かな方

です。３月末まで勤務する予定です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

学校からのお知らせ 

東京ベーシック・ドリルのインターネット版が公開されました 

 子供たちの基礎的・基本的な学習内容の定着を図るため、東京ベーシック・ドリルが東京都教育委員会の

ホームページ上に公開されました。インターネット環境があればどこでも取り組むことができ、画面上で解

答、採点を行うことができます。ぜひ家庭学習にご活用ください。 

URLはこちら⇒ http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen/basic_drill.html 



 

   

☆１１月の行事予定☆ 

日 曜 行事予定 
授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

11/1 水 あいさつ運動  避難訓練 クラブ活動 PTA運営委員会 4 4 4 5 5 5 

2 木 クリーン作戦(４年) 歯科講話(３年) 5 5 6 6 6 6 

3 金 文化の日 三中地区育成会さといも収穫祭(石坂ファーム)       

4 土 東京都教育の日       

5 日        

6 月 七生緑小地域自主防災会 5 5 6 6 6 6 

7 火 生活科見学(２年) 5 5 6 6 6 6 

8 水 安全指導 4 4 4 4 4 4 

9 木  5 5 6 6 6 6 

10 金 七生特別支援学校との交流(５年) 5 6 6 6 6 6 

11 土        

12 日        

13 月 七生特別支援学校との交流(３年) 学校運営連絡協議会 5 5 6 6 6 6 

14 火  5 5 6 6 6 6 

15 水 委員会活動 4 4 4 4 5 5 

16 木 音楽会リハーサル 音楽会前日準備 5 5 5 5 5 6 

17 金 音楽会(児童鑑賞日) 5 6 6 6 6 6 

18 土 音楽会(保護者鑑賞日) 4 4 4 4 4 4 

19 日        

20 月 振替休業日 七生緑小学校合唱団東京都教育委員会表敬訪問       

21 火 持久走週間始 思いやり週間始 5 5 6 6 6 6 

22 水 クラブ活動 4 4 4 5 5 5 

23 木 勤労感謝の日       

24 金  5 6 6 6 6 6 

25 土        

26 日        

27 月 思いやり週間終 5 5 6 6 6 6 

28 火  5 5 6 6 6 6 

29 水 ６年２組のみ５時間授業(研究授業のため) 4 4 4 4 4 4 

30 木  5 5 6 6 6 6 

12/1 金 持久走週間終 5 6 6 6 6 6 

2 土 日野市民ロードレース大会(浅川スポーツ公園)       

3 日        

※29日(水)は６年２組のみ、５時間授業となります。 

 
１１月の生活目標             １１月の保健目標 

「仕事をしっかりしよう」      「歯と口の健康について学ぼう」 


